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(57)【要約】
【課題】前面の空気吸い込み口から吸い込んだ空気が前
面の空気吹き出し口から吐出される床置き式空気調和機
において、前面パネルを金属板の折り曲げや合成樹脂成
形によって所定形状に形成する場合、前面パネルの前面
に空気吹き出し口を形成した場合は、この部分の強度が
低下する。また冷房運転されるとき、熱交換器で冷却さ
れた冷気が前面パネルに衝突し、前面パネルに結露水が
発生して下方のフィルタやその他の部分を濡らす。本発
明はこのような問題を解決せんとする。
【解決手段】前面パネルを上部前面パネルと下部前面パ
ネルとし、熱交換器の下端部がドレンパンの上面開口に
臨み、上部前面パネルの裏面の略全域に空気吹き出し口
を取り囲むように発泡スチロール等の発泡性断熱材を貼
着し、この発泡性断熱材の下端部がドレンパンの上面開
口に臨むこと。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機本体の前面開口部に配置した前面パネルは、空気吸い込み口を形成した下部
前面パネルと空気吹き出し口を前面に形成した上部前面パネルを備え、前記空気吸い込み
口から前記空気吹き出し口へ連通するよう前記空気調和機本体内に形成した空気通路には
、前記下部前面パネルの後方に送風装置が配置され、前記上部前面パネルの後方に熱交換
器が配置され、前記送風装置は空気の入口を前面に備え空気の出口を上面に備えたファン
ケーシング内にモータで駆動されるシロッコファンが収納された形態であり、前記熱交換
器は空気流入面が前記ファンケーシングの空気の出口の上方に斜めに相対面するよう下部
に対して上部が後方へ傾く傾斜設置であり、前記熱交換器の下端部がドレンパンの上面開
口に臨む位置にドレンパンが配置され、前記上部前面パネルの前壁の上部分に前記空気吹
き出し口が形成され、前記上部前面パネルの裏面域に前記空気吹き出し口を取り囲むよう
に発泡スチロール等の発泡性断熱材が貼着され、この発泡性断熱材の下端部が前記ドレン
パンの上面開口に臨むよう前記ドレンパンが設けられたことを特徴とする床置き式空気調
和機。
【請求項２】
　前記発泡性断熱材は、前記空気吹き出し口の周囲に貼着された上部発泡性断熱材と、前
記空気吹き出し口の下方の部分に貼着された下部発泡性断熱材とに分割された構成である
ことを特徴とする請求項１に記載の床置き式空気調和機。
【請求項３】
　前記発泡性断熱材の下端部に、前記ドレンパンの上面開口に臨む庇部を前記発泡性断熱
材の横幅に亘って一体に成したことを特徴とする請求項１に記載の床置き式空気調和機。
【請求項４】
　前記下部発泡性断熱材の下端部には、後方へ張り出した庇部を前記下部発泡性断熱材の
横幅に亘って一体形成したことを特徴とする請求項２に記載の床置き式空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気吸い込み口から吸い込んだ空気が空気吹き出し口へ流れる空気通路に、
熱交換器と、前記空気吸い込み口から吸い込んだ空気を前記熱交換器へ送出する送風機が
配置された床置き式空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床置き式空気調和機の本体の前面パネルの下部に設けられた吸込グリル、この吸込グリ
ルに空気吸込口を臨ませて本体内に設けたケーシング、このケーシング内に設けたシロッ
コファン（ケーシングとシロッコファンとファンモータで送風機を構成）、送風機の吹出
口の上方に下部に対して上部が後方へ傾くように傾斜設置した熱交換器、熱交換器で冷媒
と熱交換した空気を室内に向けて送出するために本体の前面上部に設けられた吹出口、及
び熱交換器から流下する結露水を受けるように熱交換器の下端部の真下でケーシングの前
面上部と前面パネルとの間に設けたドレンパンを備えた床置き式空気調和機がある。（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、特許文献２の図４に示すように、外観を形成する前面開口のケーシング内には、
上部に送風ファンが収納され、下部に熱交換器が収納された配置の空調機器があり、この
空調機器は、送風ファンの前面に対応してケーシングの前面開口を塞ぐように吐出口を形
成した吐出グリルユニットが設けられ、熱交換器の前面に対応してケーシングの前面開口
を塞ぐように吸込口を形成した吸込グリルユニットが設けられた構成である。（特許文献
２参照）。
【特許文献１】特開平８－２００７２５号公報
【特許文献２】特開２０００－８８２８０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のものでは、吸込グリルの裏側に３０～５０ｍｍの厚さの波形状に曲げたロ
ングライフフィルタを取り付け使用できるように、スペースを確保するために考案された
ものである。
【０００５】
　特許文献１のものでは、熱交換器から流下する結露水を受けるドレンパンは、ケーシン
グの前面上部と前面パネルとの間に配置され、ドレンパンの前面が床置き式空気調和機の
本体の左右の側面パネルの前端の折り曲げ部（フランジ部）の裏面に当接し、ドレンパン
は前面パネルから若干離れた状態である。また、吸込グリルは、この左右の側面パネルの
前端の折り曲げ部（フランジ部）の前面に当接する。これによって、ドレンパンの奥行寸
法分、吸込グリルとケーシングの前面の間にスペースが生じ、このスペースにロングライ
フフィルタが吸込グリルに接するように配設される構成である。この構成によって、ロン
グライフフィルタの使用が可能となり、熱交換器から流下する結露水はドレンパンで受け
ることができるものとなる。
【０００６】
　また、特許文献２のものでは、ケーシング内の上部に送風ファンが収納され、下部に熱
交換器が収納された配置構成であり、熱交換器は下部が後方に位置して前方へ向けて傾斜
設置されており、熱交換器のドレンパンは熱交換器の下端部に対応してケーシング内の奥
部分に配置されている。
【０００７】
　特許文献１の前面パネルや、特許文献２の吐出グリルユニットをプレス加工により金属
板の折り曲げによって所定形状に形成する場合や、合成樹脂成形によって所定形状に形成
する方法がある。特に、前記前面パネルや吐出グリルユニットの前面に空気の吐出口を形
成した場合は、この部分の強度が低下する。金属板の折り曲げの場合は、厚さの厚い金属
板を使用するか、補強材を取り付けて補強するか等の補強が必要であり、厚い金属板の場
合は、コストアップと開閉や取り外しが不便になる問題があり、補強材を取り付ける場合
は、その分の部品や取り付けのコストアップが生じる。また、合成樹脂成形の場合は、肉
厚を厚くすれば成形コストがアップすると共に、厚い補強リブを設ければ成形時のひけに
よる窪みが生じ平面形成が困難となる等の問題がある。
【０００８】
　また、このような床置き式空気調和機が冷房運転されるときには、熱交換器で冷却され
た冷気は、特許文献１の前面パネルや特許文献２の吐出グリルユニットに衝突し、前面パ
ネルの裏面や吐出グリルユニットの裏面に結露水が発生し、この結露水が流下して、下方
のフィルタやその他の部分を濡らし、また、床置き式空気調和機が設置された床面を濡ら
すことが懸念される。
【０００９】
　本発明は、このような点に鑑みて、空気調和機本体内の電装部品、送風装置、ドレンパ
ン、空気吸い込みフィルタ等の修理、点検、清掃が行ない易くするために、前面パネルを
個別に操作できる上下の前面パネルとし、更に、前面パネルの裏側に結露水が発生するこ
との改善と共に、薄い肉厚で前面パネルを形成した場合の補強を達成できる技術を提供す
るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明の床置き式空気調和機は、空気調和機本体の前面開口部に配置した前面パネ
ルは、空気吸い込み口を形成した下部前面パネルと空気吹き出し口を前面に形成した上部
前面パネルを備え、前記空気吸い込み口から前記空気吹き出し口へ連通するよう前記空気
調和機本体内に形成した空気通路には、前記下部前面パネルの後方に送風装置が配置され
、前記上部前面パネルの後方に熱交換器が配置され、前記送風装置は空気の入口を前面に
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備え空気の出口を上面に備えたファンケーシング内にモータで駆動されるシロッコファン
が収納された形態であり、前記熱交換器は空気流入面が前記ファンケーシングの空気の出
口の上方に斜めに相対面するよう下部に対して上部が後方へ傾く傾斜設置であり、前記熱
交換器の下端部がドレンパンの上面開口に臨む位置にドレンパンが配置され、前記上部前
面パネルの前壁の上部分に前記空気吹き出し口が形成され、前記上部前面パネルの裏面域
に前記空気吹き出し口を取り囲むように発泡スチロール等の発泡性断熱材が貼着され、こ
の発泡性断熱材の下端部が前記ドレンパンの上面開口に臨むよう前記ドレンパンが設けら
れたことを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明の床置き式空気調和機は、第１発明において、前記発泡性断熱材は、前記空
気吹き出し口の周囲に貼着された上部発泡性断熱材と、前記空気吹き出し口の下方の部分
に貼着された下部発泡性断熱材とに分割された構成であることを特徴とする。
【００１２】
　第３の発明の床置き式空気調和機は、第１発明において、前記発泡性断熱材の下端部に
は、ドレンパンの上面開口に臨む庇部を前記発泡性断熱材の横幅に亘って一体に成したこ
とを特徴とする。
【００１３】
　第４の発明の床置き式空気調和機は、第２発明において、前記下部発泡性断熱材の下端
部には、後方へ張り出した庇部を前記下部発泡性断熱材の横幅に亘って一体形成したこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　第１の発明は、前面パネルを上部前面パネルと下部前面パネルとし、下部前面パネルに
空気吸い込み口を形成し、上部前面パネルの前面に空気吹き出し口を形成した構成とし、
下部前面パネルの後方に送風装置が配置され、上部前面パネルの後方に熱交換器が配置さ
れた構成とする。このように前面に空気吹き出し口を形成した上部前面パネルを薄い肉厚
で形成した場合にも、上部前面パネルに貼付される発泡性断熱材によって上部前面パネル
の補強が達成でき、コスト低減が図られ、製作もし易くなる。また、上部前面パネルに貼
付される発泡性断熱材は軽量であるため、重量の増加を抑制した状態での上部前面パネル
の補強ができ、上部前面パネルの開閉または取り外しがし易くなる。
【００１５】
　また、送風装置の修理、点検、空気吸い込みフィルタの清掃、交換は、上部前面パネル
は閉じたままで、下部前面パネルの開閉または取り外しによって行なえるものとなり、作
業がし易くなる。また、点検や清掃を頻繁に行なうことが必要ない熱交換器やドレンパン
の点検や清掃は、下部前面パネルは閉じたままで上部前面パネルの開閉または取り外しに
よって行なえるものとなり、作業がし易くなる。
【００１６】
　また、上部前面パネルの裏側に結露水が発生しても、下方のドレンパンによって受け止
め排水されるため、空気調和機本体内の電装部品、送風装置、空気吸い込みフィルタ等が
、その結露水によって濡れることがなくなる。
【００１７】
　第２の発明では、第１の発明の効果に加えて、発泡性断熱材は、空気吹き出し口の周囲
に貼着された上部発泡性断熱材と、その下方の裏面域部分に貼着された下部発泡性断熱材
とに分割された構成であるため、空気吹き出し口の周囲への貼着作業がし易くなり、発泡
性断熱材の前面パネルの裏側への付着を的確に行なえる効果を奏することができる。
【００１８】
　第３の発明では、第１発明の効果に加えて、発泡性断熱材の下端部に形成した庇部によ
って、結露水をドレンパンに導くため、安定した結露処理ができるものとなる。
【００１９】
　第４の発明では、第２発明の効果に加えて、下部発泡性断熱材の下端部に形成した庇部
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によって、結露水をドレンパンに導くため、安定した結露処理ができるものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の床置き式空気調和機は、空気調和機本体の前面開口部に配置した前面パネルは
、空気吸い込み口を形成した下部前面パネルと空気吹き出し口を前面に形成した上部前面
パネルを備え、前記空気吸い込み口から前記空気吹き出し口へ連通するよう前記空気調和
機本体内に形成した空気通路には、前記下部前面パネルの後方に送風装置が配置され、前
記上部前面パネルの後方に熱交換器が配置され、前記送風装置は空気の入口を前面に備え
空気の出口を上面に備えたファンケーシング内にモータで駆動されるシロッコファンが収
納された形態であり、前記熱交換器は空気流入面が前記ファンケーシングの空気の出口の
上方に斜めに相対面するよう下部に対して上部が後方へ傾く傾斜設置であり、前記熱交換
器の下端部がドレンパンの上面開口に臨む位置にドレンパンが配置され、前記上部前面パ
ネルの前壁の上部分に空気吹き出し口が形成され、前記上部前面パネルの裏面域に前記空
気吹き出し口を取り囲むように発泡スチロール等の発泡性断熱材が貼着され、この発泡性
断熱材の下端部が前記ドレンパンの上面開口に臨むよう前記ドレンパンが設けられたもの
であり、以下に本発明の実施形態を記載する。
【実施例１】
【００２１】
　次に、本発明の第１の実施形態について説明する。図１は本発明に係る床置き式空気調
和機と室外機の関係を示す斜視図、図２は本発明に係る床置き式空気調和機の下部前面パ
ネルを開いた状態の前面斜視図、図３は図１のＣ－Ｃ箇所の縦断面拡大側面図、図４は本
発明に係る床置き式空気調和機の送風装置と前面パネルの関係を示す背面斜視図、図５は
本発明に係る床置き式空気調和機の上部前面パネルの断熱材を外した状態の背面斜視図、
図６は図１のＤ－Ｄ箇所の断面拡大図、図７は本発明に係る床置き式空気調和機のドレン
パン部分を説明する縦断側面図、図８は本発明に係る床置き式空気調和機の空気吹き出し
口のフラップ構成を示す背面斜視図である。
【００２２】
　図において、本発明に係る床置き式空気調和機１は、室内の床に設置されるタイプであ
り、冷媒の圧縮機と凝縮器とこれらの熱交換用送風機５１等を収納した室外機５０とで一
組の分離型空気調和装置を構成するものであり、空気調和機１と室外機５０とは、空気調
和機本体２の側面の一方の孔１Ａを通って、電気配線５３と断熱材で覆われた冷媒配管５
２とで連結された状態である。孔１Ａは空気調和機本体２の左右側面に形成されており、
いずれかを選択できるようになっている。空気調和機１は、空気吸い込み口３から吸い込
んだ空気が空気吹き出し口４Ａへ流れる空気通路に、空気流入面が下側となるように下部
に対して上部が後方へ傾くように傾斜設置した熱交換器５と、空気吸い込み口３から吸い
込んだ空気を熱交換器５の空気流入面へ送出する送風装置６が配置され、送風装置６は空
気吸い込み口３から吸い込んだ空気の入口７と熱交換器５へ空気を送出する出口８を備え
たファンケーシング９内にファン１０が収納された形態である。
【００２３】
　以下に、空気調和機１を具体的に説明する。空気調和機１は、前面開口２Ａの空気調和
機本体２と、空気調和機本体２に取り付けた前面パネル１１によって空気調和機本体２の
前面開口２Ａを覆った、縦長形状をなしている。前面パネル１１に空気吸い込み口３と空
気吹き出し口４Ａが形成されているが、前面パネル１１は、空気吸い込み口３が斜め前方
に向いた左右側壁に縦長に形成された下部前面パネル１１Ａと、空気吹き出し口４Ａが前
壁の正面に形成された上部前面パネル１１Ｂで構成されている。下部前面パネル１１Ａは
、前壁１１Ａ１と、その左右端部に後方へ向けて延びた斜め前方に向いた左右側壁１１Ａ
２を一体成形した合成樹脂の成形体である。また、上部前面パネル１１Ｂは、上壁と、前
壁１１Ｂ１と、その左右端部に後方へ向けて延びた斜め前方に向いた左右側壁１１Ｂ２を
一体成形した合成樹脂の成形体である。
【００２４】
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　空気吸い込み口３から空気吹き出し口４へ連通するように、空気調和機本体２内に形成
した空気通路には、下部前面パネル１１Ａの後方に送風装置６が配置され、上部前面パネ
ル１１Ｂの後方には熱交換器５が配置される。送風装置６は、空気の入口７を前面に備え
空気の出口８を上面に備えたファンケーシング９内に、電動モータ１２で駆動されるシロ
ッコファン１０が収納された形態である。シロッコファン１０は、仕切り坂１０Ａの周縁
部に多数の羽根１０Ｂが等間隔で円形状に配置された周知の形態であり、回転によって前
面開口から空気を吸い込み、多数の羽根１０Ｂの間隔から周辺へ吐出する。電動モータ１
２はシロッコファン１０内に入り込むように、仕切り板１０Ａの中央部が前方へ窪んでお
り、この窪みに位置する状態で、仕切り板１０Ａの中心に電動モータ１２の回転軸に結合
された形態である。
【００２５】
　ファンケーシング９は、空気の入口７を形成した前壁とその左右から延びた左右側壁を
備えて背面が開口した形態である。電動モータ１２は、取り付けネジ１４によって空気調
和機本体２の背壁２Ｂの所定位置へ取り付けられ、この状態で、ファンケーシング９を、
その背面開口を塞ぐように空気調和機本体２の背壁２Ｂの所定位置に、断熱材５６を介し
て取り付けネジ１３によって取り付ける。この取り付けによって、シロッコファン１０の
前面開口が空気の入口７に対向する。シロッコファン１０は、回転によって、その前面開
口が空気の入口７から空気を吸い込み、多数の羽根１０Ｂの間隔から周辺へ空気を吐出し
、この吐出された空気は、ファンケーシング９の形状に沿って上方の空気の出口８から上
方へ送出される。なお、空気調和機本体２の背壁２Ｂの内面と左右側壁の内面の略全体に
亘って断熱材５６、５７が貼着されている。
【００２６】
　図６、図７に示すように、熱交換器５は、略等間隔に並列の縦長のアルミニウム製の板
状フィン５Ａを冷媒パイプ５Ｂが貫通する形態であり、熱交換器５は、空気流入面がファ
ンケーシング９の空気の出口８の上方で出口８に斜めに相対面するように、下部に対して
上部が後方へ傾く傾斜設置であり、上部が空気調和機本体２の背壁２Ｂに近接または当接
し、下部が空気調和機本体２の前面開口２Ａに近接するように傾斜設置である。そして、
熱交換器５は、左右幅が空気調和機本体２の左右側壁近傍まで達する大きさであり、正面
投影状態では、上部前面パネル１１Ｂの略全域に亘る大きさである。この構成は、熱交換
面積を広く得るためである。空気調和機本体２には、熱交換器５の下端部がドレンパン２
５の上面開口に臨むように、熱交換器５の下端部の真下にドレンパン２５が配置され、熱
交換器５から流下する露をドレンパン２５で受ける。
【００２７】
　送風装置６の空気の出口８から上方へ送出される空気が、熱交換器５の空気流入面に広
く供給されるようにするために、ファンケーシング９の空気の出口８の左右幅は、略熱交
換器５の左右幅に近い寸法を形成している。
【００２８】
　ファンケーシング９の前方において、空気調和機本体２の前面開口２Ａの左右部に渡る
取り付け板２９に電装ボックス３０が取り付けられている。電装ボックス３０内には、空
気調和機１の電源部やプリント基板等の電気部品を含む制御部３０Ａが収納されている。
このため、図２等に示すように、電装ボックス３０は、空気調和機本体２から前方へ突出
状態に設けられている。
【００２９】
　上部前面パネル１１Ｂの前壁１１Ｂ１の前面には、空気調和機１の運転状態等をＬＥＤ
で表示する表示部や、リモートコントローラ６０からの赤外線信号の受信部等を備えた制
御パネル部２８が設けられている。制御パネル部２８に対応して上部前面パネル１１Ｂの
前壁１１Ｂ１の裏面下部には、ケースに収納されて制御部３０Ａに電気接続された制御部
２７が取り付けられている。なお、リモートコントローラ６０に替わって、またはリモー
トコントローラ６０と併用にて、制御部３０Ａの動作を操作する操作部を制御パネル部２
８に併設してもよい。制御部３０Ａの動作は、前記リモートコントローラ６０またはリモ
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ートコントローラ６０に替わる前記操作部の操作に基づき行われ、制御部３０Ａによって
空気調和機１の運転制御を行う。
【００３０】
　下部前面パネル１１Ａは、送風装置６や電装ボックス３０の点検、修理、配線等を行な
い易くするため、及び空気吸い込み口３の裏側に取り付けたフィルタの清掃や交換を行な
い易くするために、空気調和機本体２に容易に取り外し可能な取り付け、または空気調和
機本体２に開閉可能に支持されている。図示の形態では、下部前面パネル１１Ａは、図３
及び図４に示すように、下端部の支点機能の突起３３Ａが、空気調和機本体２のべース部
に形成した孔に挿入支持されて、上部が前後方向に回動可能に支持しており、図２に示す
ように開いた状態で持ち上げることによって、上方へ取り外せる構成である。また、下部
前面パネル１１Ａは閉じた状態で、上部左右に設けた係止突起が空気調和機本体２のキャ
ッチャ部３３Ｂに保持される構成である。なお、空気調和機本体２内の底部に換気ユニッ
トを設置した場合には、下部前面パネル１１Ａを開いた状態で、この換気ユニットの点検
や組み込まれたフィルタの交換や清掃を行なうことができる。
【００３１】
　一方、上部前面パネル１１Ｂは、熱交換器５を通過した空気が衝突した後、上方の空気
吹き出し口４Ａから送出される空気流の空気通路の一部分を構成しているため、空気調和
機本体２に所定の位置でネジでの固定、係止爪の係止等によって取り付けられており、頻
繁に取り外しまたは開閉する構成ではないが、熱交換器５の点検等を行なう場合は、その
ネジ等を外して空気調和機本体２から取り外し可能である。図示のものは、上部前面パネ
ル１１Ｂの左右側壁１１Ｂ２から後方へ延びた複数の係止爪１１Ｂ３が、空気調和機本体
２の前面開口の左右フランジに形成した係止孔２Ａ１に挿入されてその下端に係止するこ
とによって、上部前面パネル１１Ｂが空気調和機本体２の前面開口の所定位置に取り付け
られる構成である。係止孔２Ａ１から係止爪１１Ｂ３が外れる高さまで上部前面パネル１
１Ｂを持ち上げることによって、上部前面パネル１１Ｂを取り外すことできる。
【００３２】
　熱交換器５を通過した空気は、上部前面パネル１１Ｂの前壁１１Ｂ１の空気吹き出し口
４Ａから前方へ送出される空気流と、前壁１１Ｂ１の裏面に衝突した後、上方の空気吹き
出し口４Ａから送出される空気流がある。湿度の多い環境において空気調和機１が冷房運
転される場合は、後者の空気流によって上部前面パネル１１Ｂが冷却され、その前壁１１
Ｂ１及び左右側壁１１Ｂ２の前面や裏面に結露が生じる虞がある。これを防止するために
上部前面パネル１１Ｂの裏面に発泡スチロール等の軽量の断熱材２６を貼着している。こ
の断熱材２６は、空気吹き出し口４Ａの周囲の断熱材２６Ｂと、空気吹き出し口４Ａの下
方領域の断熱材２６Ａとに分割された構成である。断熱材２６Ａの左右幅は、上部前面パ
ネル１１Ｂの左右側壁１１Ｂ２に亘る長さを有している。
【００３３】
　このように、前面パネル１１を上部前面パネル１１Ｂと下部前面パネル１１Ａとし、下
部前面パネル１１Ａに空気吸い込み口３を形成し、上部前面パネル１１Ｂの前面に空気吹
き出し口４Ａを形成した構成とし、下部前面パネル１１Ａの後方に送風装置６が配置され
、上部前面パネル１１Ｂの後方に熱交換器５が配置された構成とする。このように前面に
空気吹き出し口４Ａを形成した上部前面パネル１１Ｂを薄い肉厚で形成した場合にも、上
部前面パネル１１Ｂの裏面域に貼付される発泡性断熱材２６によって、上部前面パネル１
１Ｂの補強が達成でき、コスト低減が図られ、製作もし易くなる。また、上部前面パネル
１１Ｂに貼付される発泡性断熱材２６は軽量であるため、重量の増加を抑制した状態での
上部前面パネル１１Ｂの補強ができ、上部前面パネル１１Ｂの開閉または取り外しがし易
くなる。
【００３４】
　また、送風装置６の修理または点検、空気吸い込み口３に設けた空気吸い込みフィルタ
の清掃または交換は、上部前面パネル１１Ｂは閉じたままで、下部前面パネル１１Ａの開
閉または取り外しによって行なえるものとなり、作業がし易くなる。また、点検や清掃を
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頻繁に行なうことが必要ない熱交換器５やドレンパン２５の点検や清掃は、下部前面パネ
ル１１Ａは閉じたままで上部前面パネル１１Ｂの開閉または取り外しによって行なえるも
のとなり、作業がし易くなる。
【００３５】
　前面パネル１１への結露防止のために断熱材２６が貼着されるが、湿度がかなり多い環
境において空気調和機１が冷房運転される場合、断熱材２６の表面（熱交換器５側の面）
に結露が生じる場合がある。この露は、下方へ流れて下部前面パネル１１Ａ後方に配置し
た電装ボックス３０やその他の部分を濡らし、漏電の危険等が伴う。また、下方へ流れて
空気調和機１が設置された床面を濡らすことも憂慮される。
【００３６】
　本発明は、このような結露による弊害を防止するために、ファンケーシング９の前面上
部と空気調和機１の前面パネル１１の間には、熱交換器５から流下する露を受けるドレン
パン２５を前方まで延ばして、発泡性断熱材２６の下端部がドレンパン２５の上面開口に
臨む構成である。即ち、上部前面パネル１１Ｂの裏側を流下する露を受けるように構成し
ており、ドレンパン２５は、電装ボックス３０の上方にあって、その前部が下部前面パネ
ル１１Ａの上端部に侵入するように、下部前面パネル１１Ａの前壁１１Ａ１と左右側壁１
１Ａ２間で作る空間に進入して、前面パネル１１の裏側の断熱材２６を流下する露を受け
る状態である。実施例では、ドレンパン２５が、下部前面パネル１１Ａの上端部に進入し
、且つ上部前面パネル１１Ｂの下端部にも進入した形態である。
【００３７】
　上部前面パネル１１Ｂを開いた状態（取り外した状態と開閉にて開いた状態のいずれも
含む）で、ドレンパン２５の上面開口が空気調和機本体２の前面に露出する状態になるの
で、空気調和機本体２の前面からドレンパン２５の点検や清掃等を行い易い構成となって
いる。
【００３８】
　断熱材２６の左右幅は、上部前面パネル１１Ｂの左右側壁１１Ｂ２に亘る長さを有して
おり、流下する露をドレンパン２５へ流入させるために、断熱材２６の下端部即ち、下方
の断熱材２６Ａの下端部には、ドレンパン２５の上面開口に臨む庇部３１を左右幅に亘っ
て設けており、部品数の削減等を考慮して、断熱材２６Ａに一体形成している。この庇部
３１も前面パネル１１Ｂの左右側壁１１Ｂ２に亘る範囲に形成されることとなる。
【００３９】
　このような構成によって、上部前面パネル１１Ｂの裏側の断熱材２６に結露水が発生し
ても、下方のドレンパン２５によって受け止め排水されるため、空気調和機本体２内の制
御部３０Ａ、送風装置６、空気吸い込み口３に設けた空気吸い込みフィルタ等が、その結
露水によって濡れることがなくなる。
【００４０】
　なお、ドレンパン２５の左右側壁は空気調和機本体２の左右側壁に当接しているため、
断熱のために断熱材５８が貼着されている。更に、ドレンパン２５の下面には、断熱のた
めに断熱材５９を貼付しており、ドレンパン２５の下面への露つきを防止している。
【００４１】
　部品数の削減や組み立てのし易さ等を考慮して、ドレンパン２５は、ファンケーシング
９の上端部にファンケーシング９と一体に設けている。この場合、ファンケーシング９と
ドレンパン２５は、金属製で構成して一体化することもできるが、製造のし易さとして、
ドレンパン２５は、ファンケーシング９の上端部に、合成樹脂製のファンケーシング９の
成形と共に一体成形している。ドレンパン２５の上面開口には、熱交換器５の下端部が対
向し、熱交換器５の下端部に取り付けた支持部材３２がドレンパン２５内に進入して、熱
交換器５に付着する露がドレンパン２５内に流入する仕組みである。ドレンパン２５内に
集められた露は、ドレンパン２５の一側部に設けた排水孔２５Ａに接続された排水パイプ
（図示せず）から、空気調和機本体２の側面の孔１Ａを通って屋外に排水される。ファン
ケーシング９の空気出口８へ露つきが生じないようにするために、支持部材３２の後部で
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ドレンパン２５の後壁には、吸水性のない独立気泡の発泡断熱材６９が設けられている。
【００４２】
　上部前面パネル１１Ｂの前壁１１Ｂ１の上部には、空気吹き出し口４Ａが略矩形状に形
成され、空気吹き出し口４Ａには、後部に複数枚の縦フラップ３５が横に並列配置され、
その前部に複数枚の横フラップ３６が縦に並列配置されている。縦フラップ３５は上下端
部が軸３７によって支持され、第３電動モータ４０の駆動によって左右方向に向きが変更
できる構成である。また、横フラップ３６は、上下に２分割された２組構成であり、上の
組の複数の横フラップ３６Ａは、電動モータ３８によって上下方向に向きが変更される仕
組みであり、また下の組の複数の横フラップ３６Ｂは、電動モータ３９によって上下方向
に向きが変更される仕組みである。
【００４３】
　縦フラップ３５は、空気吹き出し口４Ａから吹き出す空気の向きを、左右方向に変える
作用をするものであり、上下端部の縦方向軸３７が支持枠４５の上下辺に回動可能に支持
されていて、第３電動モータ４０の駆動に伴って、リンク機構４１を介して、左右方向に
向きが変更できる作動構成である。
【００４４】
　各縦フラップ３５は、上下端部から上下に延びる縦方向軸３７が、支持枠４５に回動可
能に支持されていて、支持枠４５に取り付けた第３電動モータ４０によって、全ての縦フ
ラップ３５が同時に同じ方向に回動するように、リンク機構４１を備えている。この構成
の実施例として図示した構成は、一つの縦フラップ３５（図５、図８では最右端の縦フラ
ップ３５）の縦方向軸３７が第３電動モータ４０によって回動されるとき、他の全ての縦
フラップ３５が同様に回動するために、全ての縦フラップ３５には、縦方向軸３７から所
定の半径に形成した突起部が回動可能に嵌合する作動板４１Ｂによって、各縦フラップ３
５が連結された構成である。
【００４５】
　これによって、リモートコントローラ６０の左右風向スイッチの操作によって、第３電
動モータ４０が正回転と逆回転を行うことによって、一つの縦フラップ３５が左右に回動
し、この回動に伴ってリンク機構４１を介して、他の全ての縦フラップ３５も同様に左右
に回動する。
【００４６】
　横フラップ３６は、空気吹き出し口４Ａから吹き出す空気の向きを、上下方向に変える
作用をするものであり、それぞれ左右端部から中心軸線上を横へ延びる横方向軸４４が、
支持枠４５の左右辺に回動可能に支持されていて、空気吹き出し口４Ａを上下に略２等分
するように、分割された２組構成である。
【００４７】
　上の組の複数（図では３枚）の横フラップ３６Ａは、支持枠４５に取り付けた第１電動
モータ３８の駆動に伴って、リンク機構４２を介して、上下方向に向きが変更できる作動
構成である。この構成の実施例として図示した構成は、一つの横フラップ３６Ａの横方向
軸４４（図示のものは上から２番目の横フラップ３６Ａの横方向軸４４）が、第１電動モ
ータ３８によって回動されるとき、他の全ての横フラップ３６Ａが同様に回動するように
するために、各横フラップ３６Ａは、第１電動モータ３８の反対側の横方向軸４４に、水
平方向に突出する突起部４２Ａ１を備えた作動腕４２Ａが略直角に取り付けられ、この各
突起部４２Ａ１が回動可能に嵌合する嵌合部（孔または軸受け部）４２Ｂ１を形成した作
動板４２Ｂによって、各横フラップ３６Ａが連結された構成である。
【００４８】
　これによって、第１電動モータ３８が正回転と逆回転を行うことによって、一つの横フ
ラップ３６Ａが上下に回動し、この回動に伴ってリンク機構４２を介して、他の全ての横
フラップ３６Ａも同様に上下に回動する。
【００４９】
　また、下の組も上の組と同様の構成であり、下の組の複数（図では３枚）の横フラップ
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３６Ｂは、支持枠４５に取り付けた第２電動モータ３９の駆動に伴って、リンク機構４３
を介して、上下方向に向きが変更できる作動構成である。この構成の実施例として図示し
た構成は、一つの横フラップ３６Ｂの横方向軸４４（図示のものは下から２番目の横フラ
ップ３６Ｂの横方向軸４４）が、第２電動モータ３９によって回動されるとき、他の全て
の横フラップ３６Ｂが同様に回動するようにするために、各横フラップ３６Ｂは、第２電
動モータ３９の反対側の横方向軸４４に、水平方向に突出する突起部４３Ａ１を備えた作
動腕４３Ａが略直角に取り付けられ、この各突起部４３Ａ１が回動可能に嵌合する嵌合部
（孔または軸受け部）４３Ｂ１を形成した作動板４３Ｂによって、各横フラップ３６Ｂが
連結された構成である。
【００５０】
　これによって、第２電動モータ３９が正回転と逆回転を行うことによって、一つの横フ
ラップ３６Ｂが上下に回動し、この回動に伴ってリンク機構４３を介して、他の全ての横
フラップ３６Ｂも同様に上下に回動する。
【００５１】
　なお、各横フラップ３６Ａ、３６Ｂが、比較的薄い合成樹脂製の板状の場合には、中間
部が下方へ弛むことがある。これの防止のための工夫として、支持枠４５の上下辺の中間
部に、上下方向に取り付けた中間支持部材４６を設け、この中間支持部材４６に中間支持
部を設けている。実施例では、この中間支持部の構成として、中間支持部材４６は、横方
向軸４４と同軸線上に設けられた軸受け部４７を備え、各横フラップ３６Ａ、３６Ｂの中
間部に設けた中間軸４８が、この軸受け部４７によって回動可能に支持される構成である
。このように、各横フラップ３６Ａ、３６Ｂは、左右両端部と中間部が、同軸線上に設け
られた軸受け部４４と４７によって支持されるため、上下方向の回動が支障なく行なえる
と共に、中間部が垂れ下がることも防止できる構成となる。
【００５２】
　電動モータ３８と電動モータ３９は、リモートコントローラ６０の風向スイッチの操作
によって制御できる。空気調和機１の電源が入った状態において、リモートコントローラ
６０に設けた空気調和機１の運転・停止スイッチによるＯＮ操作によって、空気調和機１
の運転が開始するが、上の組の横フラップ３６Ａも、下の組の横フラップ３６Ｂも、空気
調和機１の運転停止状態では、待機状態、即ち閉じた状態にセットされるように、制御部
３０Ａによって、電動モータ３８と電動モータ３９が制御される。また、縦フラップ３５
は、空気調和機１の運転が停止状態では、各フラップ３５は垂直に開いた状態にセットさ
れるように、制御部３０Ａによって、電動モータ４０が制御される。
【００５３】
　空気調和機１の電源が入った状態において、前記リモートコントローラ６０等の操作部
に設けられた空気調和機１の運転開始スイッチが操作されると、制御部３０Ａによって、
電動モータ１２、室外機５０の圧縮機と熱交換用送風機５１等が始動し、空気調和機１が
運転を開始する。この状態で各フラップ３６Ａ、３６Ｂは下向き状態（斜め下向き状態）
に開く。この状態において、リモートコントローラ６０の上風向スイッチを１回操作する
ごとに、制御部３０Ａによって、電動モータ３８が所定回転して、各フラップ３６Ａが水
平に回動して、空気の吹き出し方向を水平状態に変更する。
【００５４】
　これは例えば、次のような動作によって達成される。即ち、上の組の横フラップ３６Ａ
においては、上風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、上の組の電動モータ３８が正方向に
所定回転して、各フラップ３６Ａが上方へ１ステップ動作して、空気の吹き出し方向を水
平状態とする。次に上風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、電動モータ３８が正方向に所
定回転して、各フラップ３６Ａが上方へ１ステップ動作して、空気の吹き出し方向を上方
（斜め上方）状態にする。次に上風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、電動モータ３８が
逆方向に所定回転して、各フラップ３６Ａが下方へ１ステップ動作し、空気の吹き出し方
向を水平状態とする。更に上風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、電動モータ３８が逆方
向に所定回転して、各フラップ３６Ａが下方へ１ステップ動作して、空気の吹き出し方向
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を下向（斜め下方）状態にする。更に、上風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、上の組の
電動モータ３８が正方向に所定回転して、各フラップ３６Ａが上方へ１ステップ動作して
、空気の吹き出し方向を水平状態とする。このように上風向スイッチのＯＮ操作ごとに風
向を順次変更できる。
【００５５】
　また、下の組の横フラップ３６Ｂにおいても同様であり、前記リモートコントローラ６
０に設けた下風向スイッチを１回ＯＮ操作すると、下の組の電動モータ３９が正方向に所
定回転して、各フラップ３６Ｂが上方へ１ステップ動作し、空気の吹き出し方向を水平状
態とする。以後、上の組の横フラップ３６Ａと同様に、各フラップ３６Ｂが回動して空気
の吹き出し方向を上方、水平、下方、水平状態となるように、順次変更できる。
【００５６】
　なお、前記リモートコントローラ６０等の操作部に、全自動風向スイッチを設け、この
全自動風向スイッチをＯＮすることによって、制御部３０Ａに設定したモードによって、
電動モータ３８と３９が正方向回転と逆方向回転を繰り返して、各フラップ３６Ａと３６
Ｂが上下方向に連続可動する状態によって、各種の吹出し方向を形成することもできる。
即ち自動的に、フラップ３６Ａと３６Ｂが共に水平状態、上向き状態、水平状態、下向き
状態へ順次動作させることができる。
【００５７】
　また、他の方式として、上自動風向スイッチと下自動風向スイッチを前記リモートコン
トローラ６０等の操作部に設けることができる。この方式では、空気調和機１の運転開始
によって、各フラップ３６Ａ、３６Ｂは下向き開状態（斜め下向き開状態）に開く。この
状態で、下自動風向スイッチは操作せず、上自動風向スイッチのＯＮによって、フラップ
３６Ａのみが水平状態、上向き状態、水平状態、下向き状態、水平状態、上向き状態とな
る動作の繰り返しを行なうようにさせることができる。この場合、フラップ３６Ｂは下向
き開状態のままである。また、上自動風向スイッチは操作せず、下自動風向スイッチのＯ
Ｎによって、フラップ３６Ｂのみが水平状態、上向き状態、水平状態、下向き状態、水平
状態、上向き状態となる動作の繰り返しを行なうようにさせることができる。この場合、
フラップ３６Ａは下向き開状態のままである。
【００５８】
　また、縦フラップ３５も、リモートコントローラ６０の左右風向スイッチのＯＮ操作ご
とに、第３電動モータ４０が順次正回転と逆回転を行うことによって、一つの縦フラップ
３５が左右に回動し、この回動に伴ってリンク機構４１を介して、他の全ての縦フラップ
３５も同様に左右に回動し、縦フラップ３５が垂直に開いた状態、左方向き状態、垂直に
開いた状態、右方向き状態を所定の順次で繰り返して、空気の横方向（左右方向）の吹き
出し方向を変更できることとなる。
【００５９】
　また、各横フラップ３６Ａ、３６Ｂは、リモートコントローラ６０に設けた空気調和機
１の運転・停止スイッチの停止操作（運転状態でのＯＮ操作）によって、待機状態、即ち
閉じた状態にセットされるように、制御部３０Ａによって、電動モータ３８、３９が制御
される。また、各縦フラップ３５は、リモートコントローラ６０に設けた空気調和機１の
運転・停止スイッチの停止操作（運転状態でのＯＮ操作）によって、待機状態、即ち、垂
直に開いた状態にセットされるように、制御部３０Ａによって、電動モータ４０が制御さ
れる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明の空気調和機は、空気調和機１の形態等については、上記実施形態に限定されず
、本発明の技術的範囲を逸脱しない限り、種々の空気調和機に適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明に係る床置き式空気調和機と室外機の関係を示す斜視図である。（実施例
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１）
【図２】本発明に係る床置き式空気調和機の下部前面パネルを開いた状態の前面斜視図で
ある。（実施例１）
【図３】図１のＣ－Ｃ箇所の縦断面拡大側面図である。（実施例１）
【図４】本発明に係る床置き式空気調和機の送風装置と前面パネルの関係を示す背面斜視
図である。（実施例１）
【図５】本発明に係る床置き式空気調和機の上部前面パネルの断熱材を外した状態の背面
斜視図である。（実施例１）
【図６】図１のＤ－Ｄ箇所の断面拡大図である。（実施例１）
【図７】本発明に係る床置き式空気調和機のドレンパン部分を説明する縦断側面図である
。（実施例１）
【図８】本発明に係る床置き式空気調和機の空気吹き出し口のフラップ構成を示す背面斜
視図である。（実施例１）
【符号の説明】
【００６２】
　１・・・・・床置き式空気調和機
　２・・・・・空気調和機本体
　２Ａ・・・・前面開口
　３・・・・・空気吸い込み口
　４Ａ・・・・空気吹き出し口
　５・・・・・熱交換器
　５Ａ・・・・板状フィン
　５Ｂ・・・・冷媒パイプ
　６・・・・・送風装置
　７・・・・・空気入口
　８・・・・・空気出口
　９・・・・・ファンケーシング
　１０・・・・シロッコファン
　１１・・・・前面パネル
　１１Ａ・・・下部前面パネル
　１１Ｂ・・・上部前面パネル
　１２・・・・電動モータ
　２５・・・・ドレンパン
　２６・・・・断熱材
　２６Ａ・・・下方の断熱材
　２６Ｂ・・・上方の断熱材
　２７・・・・制御部
　２８・・・・制御パネル部
　３０・・・・電装ボックス
　３０Ａ・・・制御部
　３１・・・・庇部
　３５・・・・縦フラップ
　３６・・・・横フラップ
　３８・・・・第１電動モータ
　３９・・・・第２電動モータ
　４０・・・・第３電動モータ
　４１・・・・リンク機構
　４２・・・・リンク機構
　４３・・・・リンク機構
　５０・・・・室外機
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